
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
の
著
作
は
、
宣
教
師
で
あ
る
G
・
エ
ン
ソ
ル
が
著
し
た
『
神

　
　
　
高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
　
　
　
　
　
　
道
辮
謬
』
（
一
八
七
一
）
よ
り
は
＋
年
ほ
ど
遅
く
発
表
さ
れ
た
が
、
日

　
　
　
　
　
1
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
1
　
　
　
本
人
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
神
道
を
考
察
し
た
点
露
噛
い
て
は
先
駆
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
学
者
出
身
の
松
山
高
吉
が
発
表
し
た
「
日

　　　　　　　　　　　　　　　洪　
伊
杓
　
蕪
蝉
轍
整
旗
雛
盤
脚
襯
謎
ゲ
吋
瀦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べた
「
日
本
宗
教
の
趨
勢
」
（
一
八
九
六
）
や
「
神
道
の
宗
教
的
精
神
」

　
　
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
九
七
）
よ
り
も
十
五
－
二
十
年
ほ
ど
前
に
出
版
さ
れ
麗
。
高
橋

　
英
文
学者
ま
た
翻
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
高
橋
五
郎
（
一
八
　
　
は
最
初
の
改
宗
者
と
し
て
、
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
は
両
立
で
き
な
い

五
六i
一
九
三
五
年
、
本
名
は
吾
良
）
は
、
明
治
時
代
の
代
表
的
な
　
　
全
く
異
な
る
宗
教
で
あ
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ

キ
リ
ス
ト
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
若
年
期
に
漢
学
や
仏
教
を
学
　
　
ス
ト
教
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
た
め
、
代
表
的
な
伝
統
宗
教
で
あ
る

ん

だ高
橋
は
、
一
八
七
三
年
に
上
京
し
て
横
浜
バ
ン
ド
の
植
村
正
久
　
　
神
道
を
全
面
的
に
否
定
す
る
立
場
を
示
し
た
。
彼
の
著
作
は
、
明
治

と
知
り
合
い
、
ブ
ラ
ウ
ン
塾
で
英
学
を
本
格
的
に
学
ん
だ
。
受
洗
し
　
　
期
の
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
唯
一
の
権
威
あ
る
神
道
に
関
す
る
指
針
と

た
一
八
七
四
年
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
の
指
導
の
下
で
聖
書
翻
訳
作
業
に
従
　
　
な
り
、
明
治
期
の
一
般
キ
リ
ス
ト
者
の
神
道
認
識
に
大
き
い
影
響
を

事し
、
一
八
七
九
年
に
は
J
・
C
・
ヘ
ボ
ン
の
補
佐
と
し
て
松
山
高
　
　
及
ぼ
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
高
橋
の
神
道
理
解
は
、
牧
師
で
あ
り
神

吉な
ど
と
と
も
に
新
旧
約
聖
書
の
翻
訳
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
。
　
　
道
専
門
家
（
国
学
者
出
身
）
で
あ
る
松
山
、
ま
た
牧
師
で
あ
り
神
学

彼
は
キ
リ
ス
ト
教
弁
証
家
と
し
て
『
仏
教
新
論
』
（
一
八
八
〇
）
、
『
仏
　
　
者
で
あ
る
海
老
名
と
比
較
し
て
、
近
代
知
識
人
と
し
て
の
明
治
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
新解
』
（
一
八
八
三
）
、
『
神
道
新
論
』
（
一
八
八
〇
）
、
『
諸
教
便
覧
』
　
　
ス
ト
者
の
典
型
的
な
神
道
に
対
す
る
姿
勢
を
解
明
す
る
た
め
の
手
が

（
一
八八
一
）
な
ど
を
刊
行
し
つ
つ
、
比
較
宗
教
学
の
先
駆
者
に
な
る
。
　
　
か
り
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
高
橋
の
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便

特
に
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
の
神
道
の
章
は
、
明
治
キ
リ
　
　
覧
』
を
分
析
す
る
こ
と
は
明
治
キ
リ
ス
ト
者
の
神
道
理
解
の
全
体
像

ス
ト
者
の
「
神
道
理
解
」
を
解
明
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
。
　
　
　
を
考
察
す
る
た
め
に
も
必
須
の
課
題
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
れ
ま
で
研

高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
i
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七



二〇
八

究
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
の
問
題
に
光
を
あ
て
る
試
み
で
あ
る
。
　
　
　
な
態
度
を
示
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
を
異
端
視
す
る
風
潮
が
強
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
況
の中
で
、
こ
の
よ
う
に
勢
力
を
急
速
に
拡
大
し
て
行
っ
た
神
道

豪
磐
ル
の
『
神
道
辮
謬
二
八
七
一
）
の
麟
難
饗
難
黙
嚢
難
論

　
一
八
六
八
年
、
明
治
政
府
は
神
仏
判
然
令
（
廃
仏
殿
釈
）
に
よ
り
　
　
著
し
、
神
道
に
対
す
る
論
駁
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
神
道
と
キ
リ

既
存
の

支
配
宗教
で
あ
る
仏
教
を
弾
圧
し
、
神
道
の
国
教
化
政
策
を
　
　
ス
ト
教
を
対
峙
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
優
越
性
を
強
調
す
る
目
的
で

　
　
　
ハ
る
り

展開
し
た
。
こ
の
政
策
を
国
民
に
説
得
す
る
た
め
に
一
八
七
二
年
か
　
　
書
か
れ
た
布
教
書
で
あ
る
。
当
時
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト

ら
大
教
宣
布
運
動
を
企
画
し
、
新
設
さ
れ
た
教
部
省
は
国
民
教
化
の
　
　
教
側
が
最
も
警
戒
し
、
論
駁
す
べ
き
伝
統
宗
教
は
仏
教
だ
っ
た
が
、

基
準と
し
て
「
敬
神
愛
国
（
第
一
条
）
、
天
理
仁
道
（
第
二
条
）
、
奉
　
　
こ
れ
に
関
し
て
は
す
で
に
中
国
で
エ
ド
キ
ン
ス
（
『
o
ω
Φ
9
国
穿
ぎ
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
け

戴
皇
上
遵
守朝
旨
（
第
三
条
）
」
の
「
三
条
規
則
」
を
制
定
し
た
。
し
　
　
が
著
し
た
『
釈
教
正
謬
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
の
で
、
日
本
で
も
そ

かし
仏
教
側
の
反
発
と
西
欧
の
伝
統
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
要
求
　
　
れ
が
仏
教
に
関
す
る
論
駁
の
良
い
指
針
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ

な
ど
に
よ
り
混
乱
が
続
い
た
。
一
八
五
九
年
に
長
崎
に
初
め
て
到
着
　
　
て
、
G
・
エ
ン
ソ
ル
は
『
神
道
辮
謬
』
を
執
筆
し
て
も
う
一
つ
の
有

し
た
聖
公
会
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
（
O
冨
8
冒
α
q
冨
o
o
お
妻
葭
9
日
ω
）
　
　
力
な
伝
統
宗
教
で
あ
る
神
道
に
対
す
る
論
駁
の
指
針
を
準
備
し
て

が
、
一
八
六
八
（
明
治
元
年
）
十
二
月
に
本
国
に
送
っ
た
報
告
書
を
　
　
い
っ
た
の
で
あ
る
。

みる
と
、
「
近
頃
此
國
に
於
て
、
大
に
古
神
道
を
振
作
せ
ん
と
の
努
力
　
　
　
管
見
の
限
り
、
こ
の
書
物
に
関
す
る
唯
一
の
研
究
は
、
吉
田
寅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
は
れ
（
略
）
寺
院
は
知
事
の
命
に
依
り
て
全
然
破
壊
せ
ら
れ
、
而
　
　
よ
る
論
文
「
『
神
道
辮
謬
』
と
そ
の
反
響
」
（
一
九
九
〇
）
で
あ
る
。

し
て
神
道
の
徒
は
大
活
躍
を
起
こ
し
、
新
し
き
神
宮
を
建
設
し
、
特
　
　
こ
こ
で
吉
田
は
、
エ
ン
ソ
ル
が
神
道
に
着
目
し
た
理
由
に
つ
い
て
「
神

に

集
会を
開
き
て
公
然
説
教
致
し
居
る
由
に
候
（
略
）
仏
教
を
圧
迫
　
　
道
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
も
と
り
入
れ
る
試
み
を
お
こ
な
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

し
て
神
道
を
奨
励
す
る
は
基
督
教
の
為
め
に
有
利
な
る
べ
く
候
」
と
　
　
り
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
、
政
府
の
神
道
興
隆
政
策
を
承
け
て
、

し
、
そ
の
局
面
を
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
拡
張
の
た
め
注
視
し
、
敏
感
　
　
神
道
の
勢
力
が
次
第
に
増
大
し
て
き
た
故
に
、
キ
リ
ス
ト
教
側
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
っ
て
、
神
道
対
策
の
重
要
性
は
極
め
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
」
　
　
と
ん
ど
類
似
す
る
が
、
筆
写
の
た
め
表
現
上
の
相
違
点
や
章
の
区
分

と
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
『
神
道
辮
謬
』
は
「
神
道
の
キ
リ
ス
ト
教
　
　
が
異
な
る
。
そ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
『
神
道
辮
謬
』
高
永
本
の
章
の

　
ハ
リ
リ利用
」
の
影
響
を
警
戒
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
　
　
　
　
区
分
に
基
づ
い
て
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
文

　明
治
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
受
難
者
で
あ
る
二
川
（
小
島
）
一
騰
　
　
章
は
「
名
古
屋
大
学
本
」
か
ら
引
用
す
る
。
ー
筆
者
註
）
。

が日
本
語
の
執
筆
と
校
正
を
担
当
し
、
全
面
的
に
協
力
し
た
こ
の
書
　
　
　
第
一
「
破
親
國
」
に
お
い
て
日
本
が
万
国
の
祖
先
の
国
で
あ
る
と

物
は
、
あ
る
神
道
家
と
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
が
対
話
す
る
形
式
で
構
成
　
　
い
う
神
道
側
の
主
張
に
つ
い
て
、
日
本
が
「
真
の
親
国
ナ
ラ
バ
（
略
）

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
著
作
は
明
治
初
期
に
お
け
る
プ
　
　
日
本
ハ
支
那
ヨ
リ
字
ヲ
受
（
ケ
）
タ
ル
故
支
那
ノ
後
二
關
ケ
タ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
神
道
と
の
思
想
的
対
決
を
よ
く
示
し
て
い
る
　
　
見
ル
ナ
リ
」
と
し
、
日
本
も
中
国
や
西
洋
の
文
化
と
遺
産
を
摂
取
し

と
言
え
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
神
道
に
関
す
る
理
解
は
ご
く
皮
相
　
　
つ
つ
造
ら
れ
て
来
た
と
反
駁
し
た
。
第
二
の
「
破
記
事
謬
伝
」
に
お

的な
段
階
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
、
神
道
の
本
質
を
正
面
か
ら
扱
う
　
　
い
て
は
皮
相
的
な
説
明
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
第
三
の
「
述
三
柱
無

に
は
限
界
が
あ
っ
た
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
　
　
始
」
に
お
い
て
は
、
「
コ
ノ
三
柱
ノ
神
ハ
、
万
神
ノ
前
二
在
セ
シ
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
り

の

神
道
界
の

みな
ら
ず
仏
教
界
か
ら
も
「
エ
ン
ソ
ー
ル
、
神
道
辮
謬
　
　
其
三
神
ノ
神
ハ
始
メ
ア
リ
ヤ
ナ
キ
ヤ
」
と
し
、
「
天
之
御
中
主
神
・
高

相
著
出
し
候
。
右
は
皇
道
神
道
を
破
斥
せ
し
も
の
也
。
長
崎
の
宣
教
　
　
御
産
巣
日
神
・
神
産
巣
日
神
」
の
い
わ
ゆ
る
「
三
柱
の
神
」
を
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

師
（
使
）
大
心
痛
、
有
志
諸
僧
官
員
と
相
談
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
　
　
で
表
現
さ
れ
た
「
創
造
神
」
と
し
て
の
性
格
が
あ
る
と
認
め
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

ど
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
吉
田
も
こ
の
書
物
に
対
し
て
「
同
じ
写
本
　
　
に
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
第
四
「
破
二
神
非
全
智
全
能
全
善
」
で
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ロ

が
かな
り
広
く
流
布
し
た
こ
と
は
十
分
推
察
さ
れ
る
所
で
あ
る
」
と
　
　
造
神
（
三
柱
の
神
）
と
は
区
別
さ
れ
る
二
神
に
は
「
全
智
全
能
全
善
」

指摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
言
う
。
第
五
の
「
破
大
皇
神
非
日
輪
」

　
吉
田
に
よ
る
と
、
現
在
確
認
出
来
る
筆
記
写
本
は
、
吉
田
寅
が
所
　
　
で
は
、
こ
れ
と
同
様
に
当
時
の
日
本
が
最
も
崇
敬
し
て
い
た
天
照
大

藏
し
て
い
る
「
高
永
本
」
と
一
九
四
二
年
頃
に
徳
重
淺
吉
が
神
宮
皇
　
　
神
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
批
判
し
、
そ
れ
が
太
陽
の
源
泉
で
あ
る
と

学
館
大
学

（三
重県
伊
勢
）
に
寄
贈
し
、
そ
の
後
名
古
屋
大
学
図
書
　
　
い
う
神
道
側
の
主
張
を
一
蹴
し
た
。

館
に
移
管
さ
れ
た
「
名
古
屋
大
学
本
」
の
二
冊
が
あ
る
。
内
容
は
ほ
　
　
　
　
　
「
天
照
大
神
ハ
日
本
二
生
レ
シ
ト
古
事
記
二
誌
シ
ア
レ
ド
モ
、

高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
ー
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
b
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九



二

一
〇

　
　
此
古
事記
ハ
聞
伝
ナ
リ
。
（
略
）
天
照
大
神
ハ
日
本
ノ
人
ヲ
ノ
ミ
、
　
　
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
エ
ン
ソ
ル
は
「
日
本
（
神
道
）
の
教
」
（
神

　
　別
シ
テ
愛
シ
恵
ム
ト
云
フ
証
拠
ハ
少
シ
モ
不
見
。
（
略
）
夫
レ
日
　
　
道
）
と
「
真
の
御
教
」
（
キ
リ
ス
ト
教
）
、
ま
た
「
神
道
の
神
々
」
と

　
　輪
ハ
〉
万
ノ
国
々
、
偏
ク
照
シ
テ
一
切
ノ
人
間
ヲ
養
ピ
ケ
ル
。
　
　
「
真
の
神
」
を
対
比
し
て
説
明
し
て
い
る
。
特
に
第
九
「
示
三
柱
唯
一

　
　
此
我等
ガ
信
ズ
ル
真
ノ
神
造
リ
玉
ヒ
シ
光
リ
ナ
ル
故
、
万
国
人
　
　
神
」
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
「
三
柱
の
神
」
を
根
本
に
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
り

　
　間
ヲ
照
シ
養
（
フ
）
ナ
リ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
神
道
の
祖
先
尊
崇
の
観
念
と
対
立
し
な
い
と
強
調
し
、
神
道
に
慣

　こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
日
本
の
神
道
を
「
無
名
の
宗
教
」
と
「
有
　
　
れ
て
い
る
日
本
人
が
キ
リ
ス
ト
教
を
違
和
感
な
く
受
容
出
来
る
よ
う

名
の
宗
教
」
に
区
分
し
、
「
無
名
の
宗
教
」
と
し
て
の
時
期
を
キ
リ
ス
　
　
に
誘
導
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
は
、
神
道
の
神
概
念
が
浸
透
し
て

ト
教
の
創
造
神
概
念
と
類
比
さ
せ
た
松
山
高
吉
と
共
通
す
る
点
で
あ
　
　
い
る
日
本
人
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
説
明
す
る
た
め
、
日
本
の
太
古

る
。
し
か
し
、
松
山
が
明
確
な
時
期
区
分
を
通
し
て
神
道
の
堕
落
の
　
　
の
時
期
に
も
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
対
立
し
な
い
連
結
可
能
な
段
階
が

歴
史を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
比
べ
、
エ
ン
ソ
ル
は
皮
相
的
で
漠
然
　
　
存
在
し
た
と
の
見
解
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
ノ
人
ハ
、
人
間
ノ
造
リ
タ
ル
教
ヲ
信
ジ
テ
、
真
ノ
神
ノ

　ま
た
エ
ン
ソ
ル
は
、
第
六
「
破
古
事
記
非
教
人
書
」
に
お
い
て
、
　
　
　
　
御
教
ヲ
信
ゼ
ヌ
ナ
リ
。
但
シ
真
の
神
ト
申
ス
ハ
、
古
事
記
ノ
初

神
道
の

経典
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
の
書
物
は
倫
理
や
道
徳
の
　
　
　
　
ニ
ア
ル
三
柱
ナ
ル
ベ
シ
。
コ
ノ
三
柱
ノ
御
教
ヲ
聞
テ
信
ズ
ル
ナ

教
訓を
含
ん
で
い
な
い
の
で
、
「
経
典
」
と
し
て
の
価
値
が
な
い
と
判
　
　
　
　
ラ
バ
、
真
の
神
国
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
（
略
）
コ
ノ
国
ノ
人
ハ
、
皆
源

断
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
と
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
と
評
価
し
た
。
　
　
　
　
ノ
三
柱
ヲ
信
ジ
（
略
）
西
洋
ノ
人
、
此
三
柱
ヲ
信
ズ
ル
事
ア
ル

第
七
「
破
日
本
古
無
神
」
で
は
、
日
本
に
は
三
柱
の
神
と
い
う
「
真
　
　
　
ヤ
。
『
三
柱
ヲ
拝
マ
ズ
。
但
シ
真
の
神
ト
申
ス
ハ
、
普
ク
世
界
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
リ

の神
」
に
近
い
神
概
念
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
日
本
国
を
初
め
て
開
　
　
　
唯
一
神
ニ
テ
、
外
ニ
ア
ル
事
ナ
シ
。
』
」

いた
人
物
を
神
と
誤
認
し
て
し
ま
い
、
事
実
上
日
本
に
は
「
真
の
神
」
　
　
　
し
か
し
エ
ン
ソ
ル
は
、
究
極
的
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
こ
そ
「
真
の

が
存在
し
な
い
国
に
な
っ
た
と
説
明
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
こ
の
よ
う
な
主
張
を
展
開

　そ
の
後
、
第
八
「
述
国
掟
神
掟
」
か
ら
は
神
道
に
対
す
る
論
駁
と
　
　
し
た
。
「
真
の
神
」
と
し
て
想
定
出
来
る
概
念
は
日
本
で
も
「
三
柱
の

いう
よ
り
は
キ
リ
ス
ト
教
の
優
越
性
を
示
す
弁
証
論
的
な
内
容
に
　
　
神
」
と
し
て
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
喪
失
さ
れ
現
在
の
日
本
に
は
「
真



の神
」
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
　
高
橋
の
神
道
論
を
分
析
す
る
。

日
本
に
お
い
て
唯
一
神
・
創
造
神
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
キ
リ
ス

ト
教
の
「
真
の
神
」
を
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
と
い
う
結
論
に
至
る
。
　
　
　
e
　
開
化
時
代
に
お
け
る
神
道
は
ど
の
よ
う
な
宗
教
な
の
か
？

実に
『
神
道
辮
謬
』
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
神
（
Ω
o
匹
）
　
　
　
　
　
1
「
良
教
」
と
「
妄
教
」
の
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

を
意
味
す
る
「
真
の
（
神
の
）
御
教
」
や
「
真
の
神
」
と
い
う
表
現
　
　
　
高
橋
は
『
神
道
新
論
』
の
序
文
で
「
神
道
の
教
え
が
こ
の
開
化
の

が
合計
二
十
五
回
も
登
場
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
代
に
善
事
を
行
っ
て
い
な
い
」
と
、
神
道
は
良
き
教
え
が
な
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
開
化
の
た
め
に
最
も
尊
ぶ
べ
き
も
の
で
は

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
け

　明
治
初
期
を
通
し
て
、
G
・
エ
ン
ソ
ル
が
著
し
た
『
神
道
辮
謬
』
　
　
　
　
ル
事
ナ
シ
ト
言
フ
ニ
ハ
非
ズ
）
」

（
一
八七
一
）
は
唯
一
の
神
道
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
の
論
駁
　
　
　
こ
の
翌
年
、
神
道
、
仏
教
、
バ
ラ
モ
ン
教
、
道
教
、
耶
蘇
教
、
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
レ

書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
九
年
後
、
横
浜
バ
ン
ド
を
基
盤
と
し
て
活
動
　
　
教
な
ど
六
つ
の
宗
教
を
比
較
し
な
が
ら
著
し
た
『
諸
教
便
覧
』
の
緒

し
た
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
高
橋
五
郎
が
『
神
道
新
論
』
（
一
八
八
〇
）
　
　
言
に
お
い
て
も
、
開
化
し
た
こ
の
時
代
の
宗
教
は
、
人
間
の
幸
福
を

と
『
諸
教
便
覧
』
（
一
八
八
一
）
を
出
版
し
、
近
代
知
識
人
と
し
て
の
　
　
完
成
す
る
た
め
に
必
要
な
道
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
「
良
教
」
と
「
妄

日
本
人
改
宗
者
が
神
道
を
正
面
か
ら
新
た
に
考
察
し
、
明
治
キ
リ
ス
　
　
教
」
を
明
確
に
区
別
し
た
。

ト
者
の
た
め
の
神
道
に
対
す
る
主
な
指
針
書
に
な
っ
た
。
西
洋
宣
教
　
　
　
　
　
「
伝
道
者
ハ
如
何
ナ
ル
教
二
属
シ
如
何
ナ
ル
教
ヲ
伝
フ
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

師
の
立
場
と
同
調
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
優
越
性
を
強
調
し
た
高
橋
五
　
　
　
皆
自
己
ノ
伝
宣
ス
ル
所
ヲ
以
テ
無
比
ノ
良
教
ト
明
言
シ
人
ヲ
誘

郎
は
、
基
本
的
に
は
G
・
エ
ン
ソ
ル
の
立
場
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
　
　
　
テ
其
道
二
入
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
然
レ
バ
　
世
人
如
何
シ
テ
カ
眞
實

に

見え
る
。
本
章
で
は
高
橋
の
神
道
に
関
す
る
代
表
的
な
著
作
『
神
　
　
　
　
ノ
良
教
ヲ
知
ル
事
ヲ
得
ン
　
皆
相
率
テ
偽
教
二
甘
言
二
就
ク
モ

道
新論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
項
目
に
よ
っ
て
　
　
　
　
知
ル
可
ラ
ズ
仰
モ
宗
教
ハ
人
類
二
最
大
幸
福
ヲ
與
フ
ル
者
ト
言

高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
1
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一



一

二

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　フ
ナ
ル
ニ
若
シ
人
誤
テ
妄
教
二
従
ハ
ぐ
其
望
ム
所
ノ
幸
福
ハ
得
　
　
高
等
宗
教
を
「
良
教
」
と
し
て
受
容
し
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
け

　
　
ズ
シ
テ
反
ツ
テ
取
ル
ニ
至
ル
可
シ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
前
近
代
性
の
迷
信
や
多
神
教
的
部
分
は
「
妄
教
」
と
し
て
捨

　ま
た
、
高
橋
は
基
本
的
に
神
道
が
明
確
な
経
典
や
教
理
を
持
っ
て
　
　
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
明
確
な
立
場
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ

いな
い
の
で
、
宗
教
と
し
て
の
基
本
条
件
に
欠
け
て
い
る
と
考
え
る
。
　
　
る
。

神道
が
活
用
し
て
い
る
神
典
と
は
す
な
わ
ち
神
伝
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ

が神
道
の
経
典
と
し
て
成
立
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
稚
拙
な
考
え
で
　
　
　
口
　
神
道
の
歴
史
に
関
す
る
認
識

　
　
　
　
　
ハ
お
り

あ
る
と
み
な
す
。
ま
た
、
「
神
伝
古
説
は
其
起
り
古
き
に
随
つ
て
其
解
　
　
　
　
　
1
「
古
人
の
神
道
」
と
「
後
世
の
神
道
」
の
分
類

釈
容
易な
ら
ず
又
其
世
を
経
る
こ
と
久
し
き
に
随
つ
て
其
意
義
を
失
　
　
　
高
橋
は
「
神
道
と
い
ふ
語
に
は
二
種
の
意
義
あ
り
其
第
一
は
古
人

ふ
こ
と
大
い
な
る
者
な
れ
ば
我
神
典
の
伝
説
も
始
よ
り
終
ま
で
尽
く
　
　
が
此
語
を
用
ひ
始
め
た
る
時
に
之
に
付
け
た
る
者
其
第
二
は
後
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

を
解
き
得
ら
る
・
者
に
非
ず
」
と
、
神
道
の
経
典
と
し
て
古
事
記
や
　
至
り
て
神
官
等
が
是
を
一
教
一
道
と
誤
認
し
て
之
に
與
え
た
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
り

日
本
書
紀
を
用
い
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
古
き
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
　
　
な
り
」
と
し
、
神
道
を
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ

ま
た
長
い
時
を
経
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意
　
　
は
古
人
が
神
道
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
始
め
た
時
の
神
道
と
し
て
、

義
を
完
全
に
は
伝
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
高
橋
　
　
純
朴
単
純
な
段
階
の
原
始
神
道
を
意
味
す
る
。
も
う
一
つ
は
後
世
に

は
宗
教
と
し
て
の
基
本
的
な
構
成
要
件
が
神
道
に
欠
乏
し
て
い
る
と
　
　
至
っ
て
神
官
が
、
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
教
え
や
道
理
の
中
で
、
有
力

考え
、
近
代
日
本
の
開
化
時
代
に
は
不
適
当
な
宗
教
で
、
結
局
「
良
　
　
な
意
味
を
持
つ
所
謂
コ
教
一
道
」
と
し
て
そ
れ
を
誤
認
し
、
新
た

教
」
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
「
神
祭
」
（
神
を
祭
る
神
道
の
儀
式
）
と
し
て
構
築
さ
れ
た
神
道
で

　
以
上
のよ
う
に
、
高
橋
は
近
代
国
家
に
な
っ
た
明
治
日
本
に
お
い
　
　
あ
る
と
す
る
。
こ
の
誤
認
さ
れ
て
い
る
神
道
こ
そ
経
典
を
持
た
な
い

て
、
神
道
は
果
た
し
て
「
良
教
」
な
の
か
「
妄
教
」
な
の
か
と
い
う
　
　
神
道
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
え
て
称
え
る
な
ら
ば
「
神
伝
」
と
い
う
べ

問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
近
代
知
識
人
と
　
　
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
神
伝
」
と
は
神
の
業
を
伝
記
し
た
も
の

し
て
の
明
治
キ
リ
ス
ト
者
の
相
当
数
が
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
進
化
論
」
　
　
に
過
ぎ
ず
、
ま
さ
に
外
国
の
「
神
話
」
と
同
等
で
あ
る
と
み
な
す
。

や

「
宗
教
進
化論
」
を
受
け
入
れ
、
日
本
の
近
代
化
の
た
め
必
要
な
　
　
　
　
「
我
神
道
ノ
説
若
シ
神
道
二
非
バ
其
説
ハ
何
ト
称
ス
可
キ
者



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
し
る
　
と

　
　ナ
ル
ヤ
ト
云
フ
ニ
是
レ
実
二
神
伝
ト
名
ク
可
キ
者
ナ
リ
（
神
伝
　
　
　
　
リ
神
職
等
ノ
誤
謬
或
ハ
妄
造
二
由
ル
ト
錐
モ
亦
神
官
等
ヲ
誘
ヒ

　
　ノ
伝
ハ
神
仙
伝
ノ
伝
ト
同
ジ
ク
シ
テ
神
ノ
事
業
等
ヲ
伝
記
シ
タ
　
　
　
テ
是
ノ
如
ク
為
サ
シ
メ
タ
ル
者
ア
ル
ナ
リ
然
ラ
バ
其
之
ヲ
誘
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
リ

　
　
ルヲ
云
フ
ナ
リ
英
佛
等
ノ
ミ
ト
ロ
ジ
ト
同
義
ナ
リ
）
」
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
者
ハ
何
ゾ
ヤ
即
チ
古
事
記
日
本
紀
等
ノ
書
二
見
エ
タ
ル
我

　ま
た
、
『
諸
教
便
覧
』
に
お
い
て
神
道
を
扱
っ
た
章
で
は
、
『
神
道
　
　
　
國
ノ
古
伝
ノ
誤
解
是
レ
ナ
リ
、
余
敢
テ
神
道
新
論
ト
イ
フ
書
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新論
』
（
一
八
八
〇
）
の
執
筆
目
的
が
誤
認
さ
れ
た
神
道
を
批
判
す
る
　
　
　
　
著
シ
テ
我
國
ノ
古
伝
説
ノ
本
意
真
義
ヲ
解
キ
明
カ
シ
タ
リ
」

た
め
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
点
は
、
前
述
し
た
G
・
エ
ン
ソ
ル
が
「
三
柱
の
神
」
を
日
本

　
　　
「
神
道
新
論
ノ
第
一
章
二
於
テ
神
官
等
ガ
神
道
ト
イ
フ
語
ヲ
　
　
で
表
現
さ
れ
た
「
創
造
神
」
と
し
て
認
め
、
そ
の
後
か
ら
登
場
し
た

　
　
用
フ

ル事
ノ
非
ナ
ル
コ
ト
ヲ
詳
カ
ニ
論
ジ
テ
其
誤
謬
ヲ
矯
シ
タ
　
　
神
道
に
お
け
る
様
々
な
神
の
存
在
を
否
定
し
た
姿
勢
、
す
な
わ
ち
日

　
　リ
、
抑
我
國
ノ
所
謂
神
道
ハ
基
本
ハ
純
朴
無
為
ノ
意
ニ
シ
テ
機
　
　
本
の
太
古
の
創
造
神
概
念
の
源
泉
と
そ
の
後
歪
曲
さ
れ
た
神
道
の
歴

　
　
巧
有為
二
対
セ
ル
者
ナ
ン
バ
其
実
ハ
太
古
之
風
ト
解
釈
ヲ
下
ス
　
　
史
を
区
分
す
る
よ
う
に
見
え
る
点
は
高
橋
と
類
似
す
る
。
ま
た
、
「
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
ね

　
　
可キ
者
ナ
リ
是
故
二
古
ノ
人
之
ヲ
唯
神
ト
称
セ
リ
」
　
　
　
　
　
　
本
固
有
の
宗
教
あ
り
、
即
ち
神
道
の
起
原
に
し
て
神
道
は
謬
誤
に
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　そ
し
て
、
神
話
に
過
ぎ
な
い
日
本
の
古
伝
説
（
日
本
書
紀
、
古
事
　
　
誤
を
加
へ
生
じ
て
成
れ
る
者
」
で
あ
り
、
ま
た
「
今
の
世
に
神
道
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
わ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

記
）
を
儒
教
や
仏
教
と
並
べ
、
神
道
と
呼
び
な
が
ら
後
世
に
、
神
職
　
　
と
言
の
の
し
る
神
道
は
み
な
後
人
の
所
造
と
知
る
べ
し
」
と
近
世
の

神
官
が
神
道
を
歪
曲
さ
せ
て
い
っ
た
事
を
「
妄
造
二
由
ル
」
誤
謬
の
　
　
神
道
と
は
後
代
に
造
ら
れ
、
日
本
固
有
の
も
の
と
は
異
な
る
も
の
に

結
果
であ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
「
伝
説
ノ
誤
解
」
か
　
　
な
っ
た
と
主
張
し
た
松
山
高
吉
の
神
道
理
解
と
も
類
似
す
る
。
松
山

ら
生
じ
た
誤
謬
を
正
そ
う
と
す
る
と
、
「
不
忠
の
大
罪
人
」
に
な
っ
て
　
　
は
近
代
天
皇
制
（
皇
室
神
道
・
国
家
神
道
）
を
含
む
後
世
の
神
道
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

し
ま
う
現
実
も
指
摘
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歪
曲
、
変
質
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
松
山
は
、
「
創
造
主
へ
の
信

　
　　
「
神
道
ノ
本
義
ハ
斯
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ト
錐
モ
後
世
二
至
リ
テ
　
　
仰
」
が
あ
っ
た
第
一
期
の
神
道
が
、
第
二
期
に
天
神
地
祇
を
祭
る
こ

　
　
神祭
二
従
事
ス
ル
者
ド
モ
ハ
古
事
記
日
本
紀
等
二
見
エ
タ
ル
我
　
　
と
、
第
三
期
に
宮
を
造
り
、
又
鏡
を
も
っ
て
天
照
大
神
を
祭
る
こ
と

　
　
國ノ
古
伝
説
ヲ
一
ノ
教
ト
認
メ
之
ヲ
儒
道
仏
道
二
並
べ
テ
神
道
　
　
と
な
り
、
結
局
、
「
無
霊
無
活
の
物
質
を
以
っ
て
神
と
し
て
崇
め
祭
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ロ

　
　ト
呼
ビ
倣
セ
リ
此
二
至
リ
テ
神
道
ノ
意
義
一
変
シ
ヌ
此
事
固
ヨ
　
　
こ
と
」
に
転
落
し
た
と
批
判
し
、
近
代
天
皇
制
の
根
幹
に
な
る
天
照

高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
ー
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
i
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＝
二



一

＝
四

大神
と
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
の
間
に
も
一
線
を
引
い
て
い
る
。
　
　
　
　
い
と
結
論
付
け
た
。

　
こ
の
よ
う
に
高
橋
も
、
G
・
エ
ン
ソ
ル
や
松
山
と
同
様
に
神
道
の
　
　
　
　
　
「
此
神
ト
ハ
如
何
ナ
ル
神
ヲ
指
ス
者
ナ
ル
乎
若
シ
（
略
）
造
物

歴
史を
大
き
く
二
つ
の
時
代
的
な
類
型
に
区
分
し
、
素
朴
な
原
始
宗
　
　
　
　
主
ト
セ
バ
我
神
道
宗
ハ
耶
蘇
宗
ト
其
区
別
ヲ
失
ウ
ニ
至
ラ
ン

教
で
あ
っ
た
神
道
が
、
堕
落
、
歪
曲
さ
れ
て
行
っ
た
結
果
、
現
在
の
　
　
　
　
（
略
）
歴
世
皇
帝
ノ
神
霊
ヲ
指
ス
者
ナ
ル
乎
歴
世
皇
帝
ノ
神
霊
ヲ

姿
に
な
っ
た
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
否
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
高
橋
も
　
　
　
　
指
ス
者
ナ
ラ
バ
我
政
府
ハ
教
導
職
二
命
ジ
テ
我
國
歴
世
皇
帝
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ね

「
天
地ノ
ハ
ジ
メ
ノ
時
高
天
ノ
ハ
ラ
ニ
成
リ
セ
ル
神
ノ
御
名
ハ
天
之
　
　
　
神
霊
ヲ
敬
崇
セ
ヨ
ト
令
ス
ル
」

御中
主
神
次
二
高
御
産
霊
神
次
二
神
御
産
霊
神
此
三
柱
ノ
神
ハ
皆
猫
　
　
　
し
か
し
高
橋
の
場
合
は
、
G
・
エ
ン
ソ
ル
の
よ
う
に
「
三
柱
の
神
」

リ
神
ナ
リ
マ
シ
テ
御
身
ヲ
隠
シ
タ
マ
ヒ
キ
次
二
國
ツ
カ
ク
浮
脂
ノ
ゴ
　
　
を
キ
リ
ス
ト
教
の
「
真
の
神
」
と
連
結
さ
せ
る
試
み
ま
で
は
見
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
リ

ト
ク
シ
テ
海
月
ナ
ス
」
と
し
、
天
地
創
造
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
時
の
　
　
い
な
い
。
ま
た
松
山
の
よ
う
に
日
本
宗
教
史
研
究
に
お
い
て
神
道
の

神
の
名
を
、
G
・
エ
ン
ソ
ル
や
松
山
の
よ
う
に
「
三
柱
の
神
」
で
あ
　
　
歴
史
を
綿
密
に
考
察
し
て
も
い
な
い
。
さ
ら
に
、
高
橋
が
神
道
の
太

る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
天
照
大
神
を
、
「
天
照
大
御
神
成
出
デ
右
　
　
古
の
時
期
を
「
古
人
が
神
道
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
使
っ
た
時
代
」

ノ
目
ヲ
洗
シ
時
（
略
）
古
傳
ノ
誤
解
ヨ
リ
真
ノ
天
日
ト
天
日
ノ
名
ア
　
　
と
表
現
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
松
山
が
考
案
し
た
「
無
名
の
宗
教
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

リ
シ
人
ト
ヲ
混
同
セ
ル
者
ナ
レ
バ
是
ノ
如
キ
相
違
ノ
説
ア
ル
ナ
リ
」
　
　
し
て
神
道
」
の
よ
う
な
論
理
構
造
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
た
だ

や

「
天
照
大神
ガ
岩
屋
隠
レ
ノ
事
ア
ル
ヲ
見
レ
バ
彼
等
ガ
真
ノ
天
日
　
　
「
純
朴
無
為
の
時
代
」
と
し
て
単
純
素
朴
な
も
の
と
し
て
評
価
し
、
「
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
リ

ト
彼
女
主
ト
ヲ
混
同
シ
タ
ル
コ
ト
益
明
カ
ニ
顯
ハ
ル
ル
ナ
リ
」
と
し
、
　
　
道
と
い
う
言
葉
の
誕
生
以
前
」
に
対
す
る
よ
り
根
本
的
な
次
元
ま
で

日
本
国
建
設
時
か
ら
強
調
さ
れ
始
め
た
天
照
大
神
へ
の
崇
敬
が
「
真
　
　
の
深
い
考
察
に
は
達
し
得
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

の

天日
」
、
す
な
わ
ち
天
地
創
造
の
日
を
混
同
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
指
摘
す
る
。
続
い
て
「
其
祖
先
ヲ
神
ト
稻
シ
亦
自
ラ
神
ト
號
シ
タ
　
　
　
⇔
　
神
道
の
「
神
」
と
キ
リ
ス
ト
教
の
「
真
の
神
」

　
　
　
　
ハ
お
リ

ル
ガ故
ナ
リ
」
と
し
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
「
神
」
名
称
に
対
す
る
　
　
　
　
1
多
神
教
（
神
道
）
と
唯
一
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
と
の

歪曲
過
程
が
進
ん
で
来
た
と
し
た
。
結
局
、
現
在
の
日
本
が
祭
る
神
　
　
　
　
　
　
接
点
可
能
性
の
一
蹴
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ソ

道
に
お
け
る
「
神
」
と
は
、
た
だ
「
歴
世
皇
帝
ノ
神
霊
」
に
過
ぎ
な
　
　
　
結
局
、
高
橋
は
『
神
道
新
論
』
で
は
「
諸
神
」
と
「
神
々
」
と
い



う
表
現
を
、
ま
た
『
諸
教
便
覧
』
で
は
「
八
百
万
の
神
」
や
「
千
萬
　
　
　
　
幸
福
ヲ
言
ハ
ザ
レ
バ
又
来
生
ノ
苦
患
即
チ
死
後
ノ
刑
罰
ヲ
モ
説

の神
」
「
無
量
の
神
々
」
「
諸
々
ノ
神
」
「
諸
ノ
神
等
（
カ
ミ
タ
チ
）
」
　
　
　
　
カ
ザ
ル
ナ
リ
神
道
ニ
テ
言
フ
所
ノ
罰
悪
ハ
時
ノ
政
事
ヲ
乱
ス
所

と
い
う
表
現
を
使
い
、
神
道
の
「
神
」
概
念
が
基
本
的
に
多
神
教
的
　
　
　
　
ノ
事
ヲ
指
ス
者
ニ
シ
テ
道
徳
仁
義
二
背
ク
コ
ト
ヲ
指
ス
ニ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
り

形
態
であ
る
と
強
調
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
ズ
」

　
　　
「
神
道
ノ
神
（
カ
ミ
、
迦
微
）
ハ
巳
二
是
ノ
如
キ
者
ナ
レ
バ
今
　
　
　
こ
の
よ
う
に
神
道
の
神
は
「
倫
理
・
道
徳
」
の
面
に
お
い
て
善
悪

　
　日
ノ
人
ガ
（
略
）
神
道
ノ
神
ハ
斯
（
カ
カ
）
ル
者
ニ
シ
テ
其
数
　
　
の
両
面
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
「
神
」
は
「
善
キ
神
」
と
「
悪
キ
神
」

　　
ハ
八
百
萬
千
萬
（
ヤ
ホ
ヨ
ロ
ジ
・
チ
ヨ
ロ
ジ
）
ト
限
リ
ナ
キ
ガ
　
　
の
共
存
す
る
「
善
悪
二
神
」
の
宗
教
で
あ
る
と
高
橋
は
説
明
す
る
。

　
　
其
無
量ノ
神
々
ヲ
祭
ル
コ
ト
ハ
神
道
ノ
髄
ナ
リ
（
略
）
然
ラ
バ
　
　
こ
の
よ
う
な
神
道
は
根
本
的
に
唯
一
神
教
に
も
な
れ
な
い
し
、
ま
た

　
　其
ノ
諸
々
ノ
神
ヲ
祭
ル
ハ
何
ノ
為
ナ
ル
ヤ
是
ハ
其
神
々
ガ
禍
福
　
　
倫
理
・
道
徳
の
指
針
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
所
謂
「
高
等
宗
教
」
と

　　
ノ
権
ヲ
握
リ
テ
之
二
事
フ
ル
者
ニ
ハ
幸
福
ヲ
與
へ
之
二
背
ク
者
　
　
し
て
の
構
成
要
件
が
最
初
か
ら
欠
け
て
い
る
と
考
え
た
。

　　
ニ
ハ
災
禍
ヲ
降
ス
ニ
由
ル
…
…
其
幸
福
ハ
如
何
ナ
ル
者
ナ
ル
ヤ
　
　
　
　
　
「
本
居
翁
ノ
言
二
依
レ
バ
神
ニ
ハ
善
キ
モ
有
リ
悪
キ
モ
有
リ

　　
ト
尋
ネ
ル
ニ
其
ハ
皆
人
ノ
情
欲
ヲ
ア
カ
シ
満
ス
ノ
愉
快
ヲ
指
ス
　
　
　
　
ト
云
フ
。
（
略
）
神
ノ
御
名
ハ
（
略
）
善
悪
二
神
ノ
説
ト
稽
似
タ

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ミ

　
　者
ニ
シ
テ
」
、
「
神
道
ノ
所
謂
神
ト
ハ
如
何
ナ
ル
者
ナ
ル
ヤ
迦
微
　
　
　
　
ル
者
ニ
シ
テ
其
意
ハ
天
下
ノ
善
事
ハ
皆
善
神
ノ
作
ス
所
天
下
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
タ
チ
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
神ト
ハ
天
地
ノ
諸
ノ
神
等
ヲ
始
メ
テ
其
ヲ
祀
レ
ル
社
二
坐
ス
御
　
　
　
　
悪
事
ハ
皆
悪
神
ノ
作
ス
所
ナ
リ
（
略
）
太
古
ノ
人
ハ
善
悪
禍
福

　　賦
ヲ
モ
申
シ
又
ハ
更
ニ
モ
言
ハ
ス
（
下
噸
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
相
追
フ
ヲ
見
テ
其
善
ナ
ル
ヲ
バ
善
キ
神
ノ
所
爲
ト
シ
其
悪
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ロ

　ま
た
神
道
に
は
、
来
世
概
念
は
な
く
、
善
悪
の
分
別
も
な
く
、
す
　
　
　
　
ル
ヲ
バ
悪
キ
神
ノ
所
業
ト
考
へ
（
下
略
）
」

な
わ
ち
道
徳
仁
義
も
な
く
、
た
だ
人
間
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
快
楽
　
　
　
　
　
「
善
悪
二
神
ノ
説
ナ
リ
其
絵
ハ
先
祖
祭
ノ
開
発
セ
ル
者
ニ
シ

の

段階
に
留
ま
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
今
日
ノ
世
二
在
リ
テ
ハ
最
早
言
フ
ニ
足
ラ
ズ
且
又
此
善
悪
二

　
　　
「
神
道
ノ
所
謂
神
ト
ハ
如
何
ナ
ル
者
ナ
ル
ヤ
（
略
）
斯
ク
ノ
如
　
　
　
　
神
ノ
説
ス
ラ
モ
甚
ダ
模
糊
タ
ル
者
ニ
シ
テ
格
別
二
意
ヲ
用
フ
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
　

　　
ク
種
々
ニ
テ
貴
キ
モ
ア
リ
賎
キ
モ
ア
リ
　
強
キ
モ
ア
リ
弱
キ
モ
　
　
　
　
キ
者
ニ
ハ
非
ズ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
リ

　　
ア
リ
善
キ
モ
ア
リ
悪
キ
モ
有
リ
」
、
「
神
道
ハ
斯
ノ
如
ク
未
来
ノ
　
　
　
す
な
わ
ち
高
橋
は
、
太
古
の
原
始
神
道
の
時
期
か
ら
神
道
は
多
神

高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
ー
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五



二

一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
り

教的
・
迷
信
的
「
神
」
概
念
を
持
っ
て
い
た
と
批
判
し
、
そ
れ
に
対
　
　
代
天
皇
制
」
へ
の
合
一
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

し
て
否
定
的
な
態
度
を
示
す
。
こ
れ
は
原
始
神
道
を
「
無
名
の
宗
教
」
　
　
　
こ
の
よ
う
に
神
道
の
多
神
教
と
し
て
の
限
界
と
現
在
に
ま
で
至
る

と
し
て
高
く
評
価
し
、
そ
の
太
古
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
神
　
　
歪
曲
の
歴
史
を
指
摘
し
た
高
橋
五
郎
は
「
真
の
神
」
（
誠
の
神
）
と
い

の

概
念を
合
致
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
松
山
と
区
別
さ
れ
る
。
松
山
は
、
　
　
う
表
現
を
使
う
。
こ
の
用
語
は
、
G
・
エ
ン
ソ
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
側

新し
い
祭
祀
や
神
社
建
設
が
具
体
化
さ
れ
る
中
、
無
名
の
宗
教
で
　
　
か
ら
神
道
を
論
駁
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
神
道
の
多
神
教
的
な

あ
っ
た
日
本
固
有
の
精
神
が
堕
落
し
「
有
名
の
宗
教
」
と
し
て
の
神
　
　
「
神
々
」
と
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
神
と
し
て
の
「
真
神
」
を
区
別
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
み
な
し
た
。
す
な
わ
ち
、
異
質
的
な
も
の
　
　
た
め
使
っ
た
概
念
で
あ
る
。
神
道
の
根
本
的
な
問
題
を
批
判
し
、
そ

が多
く
日
本
固
有
の
本
性
に
不
適
当
だ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
　
　
れ
を
打
破
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
弁
証
し
よ
う
と
試
み

た

が
っ

て

松山
は
、
「
固
有
宗
教
は
名
な
き
を
幸
ひ
に
し
て
そ
の
力
そ
　
　
た
高
橋
も
、
G
・
エ
ン
ソ
ル
が
先
駆
的
に
使
用
し
残
し
た
「
真
の
神
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

の

権能
が
所
有
を
挙
て
基
督
教
に
譲
ら
ん
」
と
述
べ
、
日
本
を
危
険
　
　
と
い
う
概
念
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
橋
の
『
諸
教
便

に陥
れ
る
誤
っ
た
宗
教
、
す
な
わ
ち
神
道
を
正
し
、
そ
の
原
型
を
回
　
　
覧
』
の
「
耶
蘇
教
」
の
章
で
繰
り
返
し
て
使
わ
れ
、
明
ら
か
に
な
っ

復
す
る
た
め
に
は
キ
リ
ス
ト
教
が
必
要
だ
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
　
　
て
い
る
。

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
其
大
救
主
ハ
眞
神
ノ
聖
子
ニ
シ
テ
即
チ
神
ナ
ル
コ
ト
ヲ
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　こ
の
点
に
お
い
て
多
神
教
的
、
迷
信
的
な
原
始
神
道
の
低
級
性
を
　
　
　
　
ヒ
タ
レ
バ
」
、
「
天
地
萬
物
ノ
主
宰
ナ
ル
造
物
主
ハ
唯
一
無
極
ノ

批判
し
た
海
老
名
と
高
橋
は
類
似
し
て
い
る
。
海
老
名
は
「
日
本
の
　
　
　
　
眞
神
ニ
シ
テ
至
聖
至
義
至
仁
至
智
至
正
至
徳
ナ
リ
實
二
人
間
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
リ

プリ
ミ
テ
ィ
ブ
な
精
神
は
極
め
て
幼
稚
で
あ
る
」
、
「
日
本
は
古
来
多
　
　
　
　
ハ
眞
神
ノ
威
徳
ヲ
顯
揚
ス
ル
言
語
ナ
ク
眞
神
ノ
榮
耀
ヲ
模
爲
ス

神
教
の国
で
あ
っ
た
…
…
斯
か
る
国
柄
に
は
即
ち
一
神
教
が
最
も
適
　
　
　
　
ル
文
調
ナ
シ
如
何
ト
ナ
レ
バ
眞
神
ハ
無
極
無
涯
ニ
シ
テ
人
間
ハ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

当
な
る
宗
教
で
あ
る
」
と
し
た
。
し
か
し
海
老
名
は
高
橋
と
は
異
な
　
　
　
有
彊
有
涯
ノ
小
物
ナ
レ
バ
ナ
リ
眞
神
ハ
是
ノ
如
キ
者
ナ
レ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

り
、
「
神
道
の
一
神
教
的
進
化
の
趨
勢
」
を
強
調
し
つ
つ
、
「
古
代
の
　
　
　
　
（
略
）
造
物
主
ノ
至
聖
至
義
二
相
背
キ
相
惇
リ
相
適
ハ
ザ
ル
事
ハ

神道
」
は
多
神
教
的
で
あ
っ
た
が
「
近
世
の
神
道
」
は
、
一
神
教
的
　
　
　
　
言
ヲ
倹
ズ
シ
テ
明
カ
ナ
リ
既
二
造
物
眞
神
ノ
意
二
適
ハ
ザ
レ
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

側
面
が
明確
に
な
っ
た
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
結
局
「
近
　
　
　
　
ハ
人
類
ハ
皆
造
物
眞
神
ノ
罰
ヲ
蒙
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
」



　
高橋
は
、
「
眞
神
ハ
（
略
）
人
類
ヲ
救
フ
方
法
ヲ
設
ケ
玉
ヘ
リ
其
救
　
　
知
る
も
佛
道
儒
道
等
に
敵
せ
ん
が
為
に
自
を
甘
じ
て
神
道
と
云
ふ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ザ
ロ

極
ノ
法
ハ
愛
子
耶
蘇
ヲ
降
シ
テ
世
人
二
代
リ
テ
死
刑
ヲ
受
シ
メ
其
功
　
　
を
用
る
な
り
」
と
平
田
篤
胤
や
本
居
宣
長
な
ど
の
国
学
者
が
唱
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
リ

徳ヲ
以
テ
世
人
ノ
罪
ヲ
宥
ス
事
是
レ
ナ
リ
」
と
し
、
人
類
を
救
う
た
　
　
神
典
と
神
道
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
。

め
神
が
耶
蘇
と
し
て
こ
の
世
に
降
誕
し
、
人
類
の
罪
を
赦
し
た
と
い
　
　
神
道
は
古
伝
の
誤
解
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
し
て
、
造
物
主
と
造
物

う
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
教
理
を
説
明
し
な
が
ら
、
「
真
の
神
」
と
い
う
　
　
主
の
名
を
借
り
た
人
間
と
を
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す

意味
で
「
眞
神
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
道
の
　
　
る
。

「神
」
は
「
真
の
神
」
で
は
な
い
と
い
う
否
定
の
立
場
を
含
蓄
し
て
い
　
　
　
　
　
「
古
伝
ノ
誤
解
ヨ
リ
眞
ノ
天
日
ト
天
日
ノ
名
ア
リ
シ
人
ト
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
混
同
セ
ル
者
ナ
レ
バ
是
ノ
如
キ
相
違
ノ
説
ア
ル
ナ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　同
時
に
、
当
時
の
神
官
の
布
教
に
対
す
る
姿
勢
は
積
極
的
で
多
分

　
㈲　
国
学
者
の
誤
謬
を
批
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
宗
教
的
で
あ
り
な
が
ら
、
神
官
は
そ
の
宗
教
的
性
質
を
否
定
す
る

　高
橋
は
、
「
従
来
の
國
学
者
多
く
は
文
字
学
士
に
し
て
終
に
其
誤
謬
　
　
と
い
う
矛
盾
の
中
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
三
教
規
則
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

の

説を
取
る
に
至
れ
り
」
と
し
、
国
学
者
が
行
っ
て
い
る
諸
説
の
誤
　
　
一
条
「
敬
神
」
概
念
に
お
け
る
「
神
」
が
、
万
一
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

謬を
積
極
的
に
批
判
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
国
学
者
の
反
省
を
促
　
　
語
る
「
神
」
の
よ
う
な
造
物
主
を
語
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
明

す
ほ
ど
、
彼
の
国
学
者
へ
の
不
満
と
批
判
意
識
は
強
か
っ
た
。
　
　
　
　
ら
か
に
宗
教
で
あ
り
キ
リ
ス
ト
教
と
区
別
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
示

　
　　
「
願
ク
ハ
國
学
者
ヨ
速
二
正
道
二
帰
リ
テ
復
妄
説
ヲ
宣
テ
　
し
、
国
学
者
の
観
点
に
影
響
を
受
け
、
神
道
国
教
化
の
下
で
展
開
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

　
　
人
々
ヲ
惑
ハ
ス
コ
ト
勿
ン
誤
謬
ト
知
リ
タ
ル
後
チ
尚
ホ
其
誤
謬
　
　
れ
た
「
神
社
非
宗
教
論
」
を
批
判
す
る
。

　
　ヲ
隠
シ
テ
之
ヲ
人
二
教
フ
ル
ハ
是
レ
天
稟
ノ
徳
性
二
塊
ル
所
ナ
　
　
　
　
「
神
道
ハ
儒
佛
ト
共
二
鼎
足
ヲ
為
シ
テ
欠
ク
可
ラ
ザ
ル
者
ナ

　
　ラ
ズ
ヤ
実
二
是
レ
恥
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
事
ナ
リ
是
故
二
余
ハ
彼
　
　
　
　
リ
ト
古
来
人
ノ
言
伝
フ
ル
道
ニ
シ
テ
我
國
体
二
大
関
係
ア
リ
シ

　
　
人
々

ガ速
二
其
誤
謬
ヲ
棄
テ
・
是
ノ
如
キ
事
ド
モ
ヲ
早
ク
歴
史
　
　
　
者
ナ
レ
バ
諸
教
二
先
ヅ
神
道
ハ
宗
教
ト
名
ク
可
キ
者
ナ
ル
ヤ
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　

　
　
上ノ
一
話
ト
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
ナ
リ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
問
ワ
ン
ニ
識
者
ハ
皆
之
ヲ
以
テ
宗
教
ニ
ハ
非
ラ
ズ
ト
為
ラ

　さ
ら
に
、
「
今
の
國
学
者
は
仮
令
心
に
は
神
道
と
云
ふ
語
の
不
当
を
　
　
　
　
ル
可
シ
聞
ク
所
二
依
バ
神
官
諸
氏
ノ
中
ニ
モ
学
識
ア
ル
者
ハ
之

高橋
五
郎
の
神
道
理
解
1
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七



二

一
八

　
　ヲ
宗
教
ト
ハ
認
メ
ラ
レ
ズ
ト
云
フ
神
道
若
シ
是
ノ
如
ク
宗
教
二
　
　
の
、
キ
リ
ス
ト
教
は
「
良
教
」
で
あ
り
、
神
道
は
「
妄
教
」
で
あ
る

　
　非
バ
是
ヲ
宣
伝
ス
ル
ハ
其
当
ヲ
得
ザ
ル
ガ
如
シ
ト
錐
モ
神
官
諸
　
　
と
自
ら
の
信
仰
を
言
い
表
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
リ

　
　氏
ハ
皆
之
ヲ
宣
べ
伝
フ
ル
ヲ
善
シ
ト
セ
ラ
ル
」
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
『
諸
教
便
覧
』
の
「
耶
蘇
教
」
と
い
う
章
で
は
、
高
橋
は

　こ
の
よ
う
な
国
学
者
に
対
す
る
高
橋
の
批
判
的
姿
勢
は
、
松
山
や
　
　
「
佛
徒
神
官
等
ノ
中
ニ
ハ
無
根
ノ
忘
言
ヲ
吐
テ
耶
蘇
教
ヲ
謳
ル
者
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

海
老名
が
平
田
や
本
居
な
ど
の
国
学
者
の
教
え
を
基
本
的
に
肯
定
し
　
　
リ
大
二
世
人
ヲ
シ
テ
其
判
断
ヲ
誤
ラ
シ
ム
是
実
二
嘆
ズ
」
と
し
、
『
神

てキ
リ
ス
ト
者
と
し
て
新
し
く
神
学
化
し
た
の
と
は
根
本
的
に
異
な
　
　
道
辮
謬
』
以
後
か
ら
よ
り
高
ま
っ
て
い
た
神
道
と
仏
教
側
か
ら
の
キ

る
面
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
誹
諺
に
つ
い
て
も
残
念
が
り
な
が
ら
、
「
英
米
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
ノ
教
師
ガ
傳
フ
ル
所
ハ
全
ク
其
教
ノ
経
典
二
依
ル
ナ
レ
バ
眞
ノ
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蘇
教ナ
リ
」
と
し
、
新
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
こ
そ
「
真
ノ
耶
蘇

　
　お
わ
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
教
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
・
高
橋
は
・
ス
テ
イ
シ
エ
ン
（
ω
醇
葺

　高
橋
は
世
界
諸
国
の
古
伝
と
対
比
し
て
日
本
神
伝
が
持
つ
「
無
稽
　
゜
冒
団
o
冨
9
諺
゜
）
神
父
を
助
け
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
最
初
の
『
聖
福
音

性
」
を
強
調
し
つ
つ
、
「
日
の
御
子
」
説
も
批
判
し
、
唯
一
の
創
造
主
　
　
書
』
（
上
下
巻
）
を
翻
訳
し
た
ほ
ど
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
協
力
作
業
に

の

み

「真
の神
」
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
れ
は
、
天
皇
絶
対
制
　
　
も
遭
進
し
た
が
、
横
浜
バ
ン
ド
の
一
人
と
し
て
、
英
米
の
プ
ロ
テ
ス

が
構
築さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
に
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
の
神
道
批
判
と
　
　
タ
ン
ト
教
会
に
優
越
性
を
認
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
ハ
ね
り

し
て
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
は
、
一
八
七
一
年
に
G
・
工
　
　
以
上
よ
り
、
小
崎
弘
道
が
「
高
橋
氏
は
、
『
仏
教
新
論
』
と
『
神
道

ン
ソ
ル
が
著
し
た
『
神
道
辮
謬
』
の
観
点
を
継
承
し
て
い
る
と
言
　
　
新
論
』
の
二
書
を
著
作
出
版
せ
ら
れ
た
の
は
当
時
の
基
督
教
徒
に
取

　
ハ
に
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

え
る
。
『
神
道
辮
謬
』
は
神
道
に
対
す
る
論
駁
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
　
　
り
て
有
益
な
書
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
伝
統
宗
教
か

た
キ
リ
ス
ト
教
布
教
書
で
あ
る
が
、
神
道
に
関
す
る
理
解
は
ご
く
皮
　
　
ら
の
圧
力
の
中
で
、
悩
ん
で
い
た
明
治
キ
リ
ス
ト
者
が
自
ら
を
弁
証

相
的
な

段階
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
神
道
の
本
質
を
正
　
　
す
る
論
理
を
提
供
し
た
と
高
く
評
価
し
た
こ
と
は
き
わ
め
て
適
切
で

面
から
扱
う
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
高
橋
は
そ
の
意
味
で
、
明
治
キ
　
　
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
『
高
橋
五
郎
』
の
評
伝
を
著
し
た
桜
井
吉
松

リ
ス
ト
者
の
神
道
理
解
の
次
元
を
よ
り
深
め
た
と
評
価
で
き
る
も
の
　
　
は
、
「
高
橋
五
郎
は
耶
蘇
教
徒
た
り
基
督
徒
た
る
の
点
に
於
て
は
絶
対



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

的
賛同
を
表
す
る
も
の
な
り
」
と
述
べ
、
高
橋
が
キ
リ
ス
ト
教
側
の
　
　
　
　
の
関
係
形
成
過
程
と
そ
の
意
味
」
『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
第
六
九
集
、

立場
で
弁
証
を
展
開
し
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
高
橋
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
、
二
〇
一
五
年
七
月
、
一
七
八
－
一
九
六
頁
。

は
宣
教
師
と
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
横
浜
バ
ン
ド
の
代
表
者
と
　
　
（
3
）
海
老
名
弾
正
の
神
道
理
解
に
関
す
る
筆
者
の
拙
稿
は
次
の
通
り
。

し
て
、
原
始
お
よ
び
古
代
神
道
は
も
ち
ろ
ん
近
世
に
新
た
に
構
築
さ
　
　
　
　
洪
伊
杓
「
海
老
名
弾
正
の
神
道
理
解
に
関
す
る
類
型
論
的
分
析
」
『
ア

れ
た

復
古
神道
や
当
時
の
国
家
神
道
（
近
代
天
皇
制
）
に
つ
い
て
も
、
　
　
　
　
ジ
ア
．
キ
リ
ス
ト
教
．
多
元
性
』
第
十
二
号
、
現
代
キ
リ
ス
ト
教
思

そ
れ
ら
を
批
判
す
る
立
場
を
固
持
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
優
越
性
　
　
　
　
想
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
一
1
一
七
頁
。
洪
伊
杓
「
海
老
名

を
排
他
的
に
強
調
す
る
弁
証
家
と
し
て
神
道
を
理
解
し
た
の
で
あ
　
　
　
　
弾
正
を
め
ぐ
る
「
神
道
的
キ
リ
ス
ト
教
」
論
争
の
再
考
察
」
『
ア
ジ
ア
．

の

であ
っ
て
、
そ
の
意
義
は
十
分
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
（
5
）
村
上
重
良
「
天
皇
制
と
国
家
神
道
」
・
丸
山
照
雄
編
『
天
皇
制
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
宗教
』
亜
紀
書
房
、
一
九
八
五
年
。

　
　
　
　
　　
　
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
元
田
作
之
進
『
老
監
督
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
』
、
一
九
一
四
年
、
八
二
頁
。

（1
）
　
高
橋
五
郎
の
仏
教
に
関
す
る
立
場
は
、
星
野
靖
二
「
明
治
十
年
代
　
　
（
7
）
　
明
治
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
受
難
者
で
あ
る
二
川
（
小
島
）
一
騰

　
　に
おけ
る
あ
る
仏
基
論
争
の
位
相
－
高
橋
五
郎
と
藍
津
実
全
を
　
　
　
　
が
全
面
的
に
協
力
し
た
こ
の
書
物
は
、
あ
る
神
道
家
と
キ
リ
ス
ト
教

　
　中
心
に
」
『
宗
教
学
論
集
』
第
二
六
号
、
駒
沢
宗
教
学
研
究
会
、
二
〇
　
　
　
　
信
徒
が
対
話
す
る
形
式
で
あ
る
。

　
　
〇
七年
、
三
七
－
六
五
頁
。
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
吉
田
寅
「
『
神
道
辮
謬
』
と
そ
の
反
響
ー
付
『
神
道
辮
謬
』
二
写

（2
）
松
山
高
吉
の
神
道
理
解
に
関
す
る
筆
者
の
拙
稿
は
次
の
通
り
。
洪
　
　
　
　
本
対
校
」
『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
六
号
、
立
正
大
学
大
学
院
文

　
　
伊杓
「
松
山
高
吉
と
海
老
名
弾
正
の
神
道
理
解
に
関
す
る
比
較
分
析
」
　
　
　
　
学
研
究
科
、
一
九
九
〇
年
、
五
七
ー
七
九
頁
。

　　
『
基
督
教
学
研
究
』
第
三
十
四
号
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
、
二
〇
一
　
　
（
9
）
吉
田
寅
「
『
神
道
蹉
謬
』
と
そ
の
反
響
－
付
『
神
道
緋
謬
』
二
写

　
　
四

年十
二
月
、
六
七
－
七
九
頁
。
洪
伊
杓
「
松
山
高
吉
と
植
村
正
久
　
　
　
　
本
対
校
」
、
五
八
頁
。

高橋
五
郎
の
神
道
理
解
i
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
九



二
二
〇

（1
0
）
　
吉
田
寅
は
そ
の
例
と
し
て
、
南
里
有
郷
の
『
神
理
十
要
』
や
プ
ロ
　
　
（
2
0
）
　
「
宗
教
ハ
神
道
、
仏
道
、
婆
羅
門
教
、
禅
那
教
、
琳
愛
謁
教
、
道
教
、

　　
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
マ
ル
テ
ィ
ン
（
芝
’
諺
．
竃
霞
叶
貯
）
の
『
天
道
湖
　
　
　
　
耶
蘇
教
、
回
回
教
、
等
ナ
リ
又
仏
教
ノ
下
ニ
ハ
天
台
宗
、
真
言
宗
、

　
　
原
』
を
提
示
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
宗
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
、
法
華
宗
等
ノ
本
意
ヲ
述
ブ
若
シ
此
小

（1
1
）
徳
重
淺
吉
『
維
新
政
治
宗
教
史
研
究
』
目
黒
書
店
、
一
九
三
五
年
、
　
　
　
　
冊
ヲ
以
テ
数
人
ヲ
益
ス
ル
事
ヲ
得
バ
満
足
ノ
至
リ
ナ
リ
」
（
高
橋
吾
良

　
　
五
二
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
教
便
覧
』
（
緒
言
）
、
十
字
屋
、
一
八
八
一
年
、
四
頁
）
。

（1
2
）
　
吉
田
寅
「
『
神
道
辮
謬
』
と
そ
の
反
響
－
付
『
神
道
辮
謬
』
二
写
　
　
（
2
1
）
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
緒
言
）
、
十
字
屋
、
一
八
八
一
年
、
三

　
　
本
対
校
」
、
五
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頁
。
『
諸
教
便
覧
』
は
、
下
記
の
史
料
集
を
参
考
し
た
。
島
薗
進
、
高

（1
3
）
　
G
・
エ
ン
ソ
ル
（
O
①
o
お
Φ
国
口
ω
o
『
）
『
神
道
辮
謬
』
（
名
古
屋
大
学
　
　
　
　
橋
原
、
星
野
靖
二
編
集
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
の
宗
教
学
④
”
宗
教
学
の

　
　
本
）
、
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
形
成
過
程
』
、
第
3
巻
「
諸
教
便
覧
、
神
道
新
論
、
仏
教
新
論
ほ
か
」
、

（1
4
）
　
G
・
エ
ン
ソ
ル
前
掲
書
、
六
頁
。
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
、
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

（1
5
）
　
「
創
造
神
」
に
お
い
て
、
「
天
之
御
中
主
神
」
を
申
心
と
す
る
「
三
　
　
（
2
2
）
　
「
我
國
ノ
神
典
ノ
説
ハ
実
二
是
等
ノ
神
伝
ト
同
種
ノ
者
ニ
シ
テ
却

　
　
柱
の
神
」
を
認
め
る
G
・
エ
ン
ソ
ル
の
姿
勢
は
、
高
橋
五
郎
以
後
、
　
　
　
　
　
テ
是
等
ノ
説
ヨ
リ
ハ
巧
二
造
リ
タ
ル
者
ナ
リ
我
國
ノ
神
典
説
ハ
神
道

　
　
神
道
に
関
す
る
論
説
を
積
極
的
に
発
表
し
た
国
学
者
出
身
の
松
山
高
　
　
　
　
二
非
ズ
シ
テ
神
伝
ナ
ル
コ
ト
ヲ
会
得
セ
ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
可
シ
」
（
高
橋

　
　
吉
の
考
え
と
類
似
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
洪
伊
杓
の
拙
稿
「
松
山
　
　
　
　
吾
良
『
神
道
新
論
』
［
第
一
章
］
、
六
頁
）
。

　
　
高
吉
と
海
老
名
弾
正
の
神
道
理
解
に
関
す
る
比
較
分
析
」
、
七
〇
ー
七
　
　
（
2
3
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
第
一
章
）
、
一
九
頁
。

　　
二
頁
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
六
頁
。

（1
6
）
　
G
・
エ
ン
ソ
ル
前
掲
書
、
一
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
第
一
章
）
、
三
頁
。

（1
7
）
　
G
・
エ
ン
ソ
ル
前
掲
書
、
一
五
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
高
橋
吾
良
、
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
七
頁
。

（1
8
）
　
『
神
道
辮
謬
』
（
高
永
本
）
に
は
、
「
誠
の
神
」
と
「
真
の
神
」
が
混
　
　
（
2
7
）
　
「
倦
是
ノ
如
ク
古
ヨ
リ
信
ジ
来
リ
シ
所
ノ
事
又
之
二
由
テ
君
臣
ノ

　
　
在
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
乱
レ
ズ
シ
テ
今
日
二
至
リ
シ
所
ノ
事
ヲ
以
テ
余
今
誤
謬
二
出
タ
ル

（1
9
）
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
序
）
、
東
京
、
高
橋
吾
良
、
一
八
八
〇
　
　
　
　
事
ヲ
為
サ
バ
人
或
ハ
余
ヲ
指
シ
テ
不
忠
ノ
大
罪
人
ト
言
ハ
ン
然
ド
モ

　
　
年
、
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
ハ
甘
心
シ
テ
其
諦
ヲ
受
ル
コ
ト
ヲ
能
ハ
ズ
是
レ
吾
身
其
罪
二
当
ラ



　　
ズ
ト
信
ズ
レ
バ
ナ
リ
余
今
今
日
マ
デ
人
々
ガ
是
ノ
如
ク
信
ジ
来
リ
シ
　
　
（
4
2
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
一
九
－
二
〇
頁
。

　
　
所ノ
事
ハ
全
ク
伝
説
ノ
誤
解
二
出
タ
リ
ト
日
ハ
ン
ト
ス
ト
錐
モ
マ
タ
　
　
（
4
3
）
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
二
三
ー
二
四
頁
。

　
　是
ノ
如
ク
畏
敬
シ
来
リ
タ
ル
ハ
実
二
当
然
ノ
事
ナ
リ
シ
ト
日
フ
ナ
　
　
（
4
4
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
二
五
－
二
六
頁
。

　
　リ
」
（
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
緒
言
）
、
三
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
「
其
無
名
宗
教
が
世
と
共
に
変
遷
し
て
其
形
を
種
々
に
化
し
有
名

（2
8
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
　
一
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
教
即
ち
神
道
な
る
者
と
な
り
其
神
道
ま
た
分
れ
て
数
派
の
流
を
な

（2
9
）
松
山
高
吉
「
神
道
起
原
」
『
同
志
社
文
学
』
、
一
八
九
三
年
（
明
治
　
　
　
　
し
遂
に
今
日
の
姿
に
及
べ
る
沿
革
の
次
第
を
述
ぶ
る
べ
し
」
（
松
山
高

　　
二
六
）
第
七
七
ー
七
八
号
、
七
七
頁
。
溝
口
靖
夫
『
松
山
高
吉
』
、
松
　
　
　
　
吉
『
日
本
宗
教
講
義
』
、
三
八
頁
）
。

　　
山
高
吉
記
念
刊
行
会
、
一
九
六
九
年
、
二
六
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
松
山
高
吉
「
神
道
起
原
」
『
同
志
社
文
学
』
（
第
七
七
－
七
八
号
）
、

（3
0
）
　
坦
庵
居
士
（
松
山
高
吉
）
「
日
本
の
神
道
」
『
六
合
雑
誌
』
、
第
一
一
　
　
　
　
二
七
七
頁
。

　　
五
号
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
、
二
六
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
海
老
名
弾
正
著
『
新
日
本
精
神
』
、
八
頁
。

（3
1
）
　
松
山
高
吉
『
日
本
宗
教
史
』
（
同
志
社
神
学
校
講
義
録
、
未
刊
行
）
、
　
　
（
4
8
）
　
海
老
名
弾
正
「
日
本
固
有
の
敬
神
思
想
」
『
基
督
教
十
講
』
警
醒
社
、

　
　
第
三
期
。
溝
口
靖
夫
、
前
掲
書
、
三
四
頁
。
か
ら
再
引
用
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
五
年
、
二
七
八
－
二
八
〇
頁
。

（3
2
）
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
、
二
〇
1
一
＝
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
海
老
名
弾
正
「
神
道
の
宗
教
的
精
神
」
『
六
合
雑
誌
』
第
一
九
八
号
、

（3
3
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
、
四
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
七
年
。

（3
4
）
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
、
五
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
土
肥
昭
夫
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
史
』
新
教
出

（3
5
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
、
五
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
版
社
、
」
九
八
〇
年
、
一
七
四
ー
一
七
五
頁
。

（3
6
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
V
、
五
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
海
老
名
弾
正
の
原
始
神
道
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
洪
伊
杓

（3
7
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
、
五
五
－
五
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
松
山
高
吉
と
海
老
名
弾
正
の
神
道
理
解
に
関
す
る
比
較
分
析
」
、
六

（3
8
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
、
七
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
ー
七
〇
頁
。
洪
伊
杓
「
海
老
名
弾
正
の
神
道
理
解
に
関
す
る
類
型

（3
9
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
一
五
ー
一
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
論
的
分
析
」
、
ニ
ー
三
頁
を
参
照
。

（4
0
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
一
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
五
耶
蘇
教
）
、
八
四
頁
。

（4
1
）
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
一
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
五
耶
蘇
教
）
、
九
一
－
九
二
頁
。

高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
ー
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一



二
二
二

（5
4
）
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
五
耶
蘇
教
）
、
九
二
ー
九
三
頁
。
原
　
　
　
　
維
持
セ
ン
カ
彼
ラ
若
シ
学
問
ニ
ヨ
レ
バ
益
々
其
身
ノ
誤
謬
ヲ
知
ル
ニ

　
文
に
は
、
「
其
救
極
ノ
法
」
の
部
分
の
「
極
」
が
「
木
」
へ
ん
で
は
な
　
　
　
　
至
ラ
ン
然
ラ
バ
マ
タ
何
二
依
ラ
ン
カ
迷
妄
ヲ
除
ク
ノ
外
世
ニ
ハ
実
二

　
　
く
「
手
」
へ
ん
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
ヲ
支
持
ス
ル
者
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
而
シ
テ
迷
妄
ハ
拠
ト
為
ス
ニ
足
ラ

（5
5
）
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
第
一
章
）
、
五
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ル
者
ナ
リ
此
廣
キ
世
二
既
二
彼
等
ガ
説
ヲ
支
持
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ト

（5
6
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
第
一
章
）
、
七
〇
頁
。
引
用
文
の
前
の
　
　
　
　
キ
ハ
彼
等
ハ
速
二
其
非
ヲ
悔
テ
之
ヲ
棄
テ
ザ
ル
可
ラ
ズ
」

　

部
分は
以
下
を
参
照
。
「
神
典
ヲ
以
テ
糊
説
ト
為
ス
論
者
ハ
吾
此
解
釈
　
　
（
5
7
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
第
一
章
）
、
一
頁
。

　
　
ヲ
見
バ
直
チ
ニ
余
ト
多
ク
ハ
意
ヲ
合
セ
ラ
ル
可
ケ
レ
ド
モ
之
ヲ
以
テ
　
　
（
5
8
）
　
高
橋
吾
良
『
神
道
新
論
』
（
第
一
章
）
、
四
九
頁
。

　

神
道ト
為
ス
論
者
ハ
容
易
二
吾
説
二
服
セ
ラ
レ
ザ
ル
可
シ
是
故
二
今
　
　
（
5
9
）
　
「
教
部
省
達
教
則
第
三
ヶ
条
ヲ
以
テ
神
道
宗
徒
ノ
教
本
ト
セ
ン
カ

　
別
二
其
論
者
二
告
グ
我
等
傭
仰
シ
テ
宇
宙
ノ
万
物
ヲ
観
察
ス
ル
ニ
大
　
　
　
此
三
箇
ノ
教
則
タ
ル
只
是
レ
人
類
道
徳
一
般
ノ
規
則
ニ
シ
テ
此
規
則

　

造化
主
ノ
有
ル
コ
ト
実
二
昭
著
明
白
ニ
シ
テ
疑
フ
所
ナ
シ
又
我
等
物
　
　
　
　
ノ
尊
崇
ス
可
キ
ハ
神
官
教
導
職
二
限
ル
ナ
ク
佛
教
宗
徒
ト
錐
モ
我
日

　
　
理
ヲ
ケ
ン
キ
ュ
ウ
ス
ル
コ
ト
愈
々
深
ケ
レ
バ
愈
々
其
造
物
主
ノ
大
慧
　
　
　
　
本
國
ノ
臣
民
タ
ラ
バ
此
教
則
二
遵
ハ
ザ
ル
可
ラ
ズ
三
條
教
則
ヲ
見
ル

　

大能
ヲ
感
ズ
ル
ニ
至
ル
是
ヲ
以
ヨ
余
ハ
深
ク
造
物
主
宰
神
ア
ル
コ
ト
　
　
　
　
　
ニ
第
二
條
ハ
天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
可
シ
ト
云
ヒ
第
三
條
ハ
皇
上
ヲ
奉

　
　
ヲ
信
ズ
ル
ナ
リ
因
テ
固
ヨ
リ
無
神
説
ヲ
宣
ル
者
ニ
ハ
非
レ
ド
モ
其
造
　
　
　
載
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
セ
シ
ム
可
シ
ト
云
フ
若
シ
夫
レ
天
理
人
道
ヲ
破
リ

　
物
主
宰
ハ
唯
一
ノ
神
ナ
ル
可
ク
シ
テ
決
シ
テ
尋
常
ノ
國
学
者
ガ
説
ク
　
　
　
　
我
國
臣
民
ノ
列
二
在
リ
乍
ラ
我
皇
命
ヲ
奉
ゼ
ザ
ル
者
ア
ラ
バ
是
國
法

　
如
キ
神
々
ニ
ハ
非
ル
ナ
リ
是
実
二
聖
賢
ノ
認
識
ス
ル
所
ニ
シ
テ
諸
学
　
　
　
　
ヲ
破
リ
國
民
ノ
義
務
二
背
ク
者
ナ
レ
バ
只
道
徳
ノ
罪
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

　
問
ノ
然
リ
ト
ス
ル
所
ナ
リ
是
故
二
神
二
事
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
必
ズ
　
　
　
　
ズ
法
律
ノ
決
シ
テ
黙
視
セ
ザ
ル
所
ナ
リ
只
教
則
第
一
条
敬
神
愛
國
ノ

　

其唯
一
ノ
造
物
主
ヲ
崇
拝
ス
可
キ
ナ
リ
其
余
ハ
皆
此
造
物
主
ガ
造
リ
　
　
　
敬
神
ノ
ニ
字
ハ
恰
モ
宗
教
二
彷
彿
タ
ル
語
気
ヲ
顕
ス
如
ク
ナ
レ
モ
此

　
成
シ
タ
ル
物
ニ
シ
テ
神
々
ニ
ハ
非
ズ
而
シ
テ
之
ヲ
拝
ス
ル
ハ
固
ヨ
リ
　
　
　
神
ト
ハ
如
何
ナ
ル
神
ヲ
指
ス
者
ナ
ル
乎
若
シ
彼
ノ
耶
蘇
宗
徒
ガ
言
フ

　
　
理
二
背
キ
道
三
戻
ル
事
ナ
リ
且
又
我
國
人
ガ
其
諸
物
ヲ
拝
セ
シ
コ
ト
　
　
　
　
所
ノ
造
物
主
ト
セ
バ
我
神
道
宗
ハ
耶
蘇
宗
ト
其
区
別
ヲ
失
ウ
ニ
至
ラ

　　
ハ
イ
ジ
ョ
ウ
ニ
論
述
セ
シ
如
ク
全
ク
古
伝
ノ
誤
解
ヨ
リ
出
タ
ル
物
ナ
　
　
　
　
ン
」
（
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
四
－
五
頁
）
。

　　
レ
バ
既
二
其
根
拠
ト
ス
ル
所
ノ
者
ア
ル
事
ナ
シ
然
レ
バ
即
チ
國
学
者
　
　
（
6
0
）
　
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
（
第
一
神
道
）
、
一
頁
。

　　
ハ
何
二
拠
テ
此
後
其
妄
論
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
ル
ヤ
学
問
二
由
テ
之
ヲ
　
　
（
6
1
）
　
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
辞
典
』
教
文
館
、
一
九
八
八
年
、
七
〇



　
　
四頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
記
事
に
は
「
先
生
は
、
英
学
以
外
に
漢
学
が
よ
く
出
来
た
し
、
仏

（6
2
）
　
明
治
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
受
難
者
で
あ
る
二
川
（
小
島
）
一
騰
　
　
　
　
教
の
素
養
も
あ
っ
た
」
と
し
、
神
道
に
関
す
る
基
督
教
側
か
ら
の
見

　
　
が
全
面的
に
協
力
し
た
こ
の
書
物
は
、
あ
る
神
道
家
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
解
は
強
調
し
な
か
っ
た
（
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
四
巻
、
一
六

　
　
信徒
が
対
話
す
る
形
式
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
頁
）
。

（6
3
）
　
「
此
教
ニ
テ
ハ
不
善
ノ
念
、
不
義
ノ
行
ヲ
厳
禁
シ
テ
人
ノ
嗜
慾
ヲ
縦
　
　
（
6
6
）
桜
井
吉
松
『
高
橋
五
郎
』
博
文
閣
、
一
八
九
三
年
、
一
五
頁
。

　　
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
寸
ル
ガ
故
二
我
國
ノ
人
多
ク
之
ヲ
信
ズ
ル
ヲ
難

　　
シ
ト
ス
又
神
佛
二
道
ノ
教
導
職
等
己
レ
ノ
道
ノ
滅
セ
ン
コ
ト
ヲ
恐
レ

　
　
テカ
ヲ
尽
シ
テ
之
ヲ
防
グ
但
シ
佛
徒
神
官
等
ノ
中
ニ
ハ
無
根
ノ
忘
言

　　
ヲ
吐
テ
耶
蘇
教
ヲ
謳
ル
者
ア
リ
大
二
世
人
ヲ
シ
テ
其
判
断
ヲ
誤
ラ
シ

　　
ム
是
実
に
嘆
ズ
」
（
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覧
』
十
字
屋
、
　
一
八
八
一
年
、

　
　
九
六
頁
）
。

（6
4
）
　
「
可
キ
事
ナ
リ
又
聞
ク
ニ
天
主
教
ヲ
伝
フ
ル
者
及
ビ
「
グ
リ
イ
キ
」

　
　
教ヲ
宣
ル
者
ノ
中
ニ
ハ
金
銀
ヲ
示
シ
テ
人
ヲ
誘
ク
者
ア
リ
ト
云
フ
是

　　
ハ
誠
二
其
教
ノ
罪
人
ナ
リ
天
主
教
ト
「
グ
リ
イ
キ
」
教
ト
ハ
本
文
ニ

　　
モ
言
ヘ
ル
如
ク
耶
蘇
ノ
言
ヲ
曲
テ
教
フ
ル
所
ア
リ
我
ノ
考
案
二
依
レ

　　
バ
此
二
宗
ハ
余
リ
願
ハ
シ
カ
ラ
ヌ
者
ナ
リ
但
シ
英
米
二
國
ノ
教
師
ガ

　
　
伝
フ
ル
所
ハ
全
ク
其
教
ノ
経
典
二
依
ル
ナ
レ
バ
眞
ノ
耶
蘇
教
ナ
リ

　　
人
々
善
ク
之
ヲ
聴
キ
理
ヲ
以
テ
之
ガ
真
偽
ヲ
バ
カ
レ
」
（
高
橋
吾
良

　　
『
諸
教
便
覧
』
、
九
六
－
九
七
頁
）
。

（65
）
　
小
崎
弘
道
「
博
覧
強
記
の
人
・
高
橋
五
郎
氏
の
死
」
『
基
督
教
世
界
』

　　
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』
第
四
巻
、
一
六
三
頁
。
し
か
し
同
時
に
紹

　
　
介
さ
れ
た
一
般
の
『
読
売
新
聞
』
の
「
高
橋
五
郎
氏
を
悼
む
」
と
い

高橋
五
郎
の
神
道
理
解
1
『
神
道
新
論
』
と
『
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
ー
（
洪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三


